[bookmark: _Hlk41037188]２０２３年度中央社保協 第１回運営委員会議案
２０２３年８月２日（水）１３時３０分～　日本医療労働会館・オンライン
【出席確認】
○運営委員
　白沢<山崎>（障全協）、日野（新婦人）、今井〈宇野〉（全商連）、西野（全生連）
　藤原（農民連）、民谷（福祉保育労）、村田（全教）、廣岡（年金者組合）
　五十嵐（医労連）、曽根（保団連）、梅津（共産党）、中本（国公労連）
　青池（自治労連）、大島（医療福祉生協連）、久保田（民医連）建交労

沢野（北海道）、高橋（宮城）、段（埼玉）、藤田（千葉）、窪田（東京）
根本（神奈川）、藤牧(石川)、小松（愛知）、寺内（大阪）、楠藤（徳島）
日高（鹿児島）

○事務局
林・大嶋（事務局）、上所（保団連）、山本（民医連）、香月（全労連）

＜報告事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 別紙　活動日誌参照・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.01


＜報告事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜トピックス＞
· 各委員からの特徴的な報告
· 共闘関係
10/9	全国介護学習交流集会
10/19	医療・介護・福祉に国の予算を増やせ！10・19いのちまもる総行動
11/12	日本高齢者大会in東京（１３日まで）
11/23	地域医療守る運動交流集会

＜報告・確認事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 医団連との「現行の健康保険証を残してください」署名の共同
· 保団連や民医連でわかりやすいチラシなどを作成
· 新婦人なども独自署名を提起。
· ８月３日に開催される医団連代表者会議にて、共同提出行動を提案する。

2. 各部会
1 国保部会
· 国保大都市調査
· 国保パンフ・・・中央社保学校で提起
2 介護・障害者部会
· 新介護署名を提起・・・９月１日（金）１８：００キックオフ集会
· 日本認知症グループホーム協会との懇談
· 介護・認知症なんでも無料電話相談　１１月１１日（土）
· 社協への申し入れも行う

3. 第５０回中央社保学校from岡山
· 申し込みフォームを開設
申し込み締め切り：８月２５日（金）まで
· 来年、第５１回中央社保学校の開催県に困っている状況


4. 隔月刊「社会保障」
· ５１０号秋号・５１１号冬号について
· ５１０号は別紙、５１１号は中央社保学校、５１２号はジェンダー問題の方向
· 長期連載：「私のまちの社保協」
· 地域社保協の取り組みなどを取り上げていく場。

＜協議事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 第６７回総会の振り返り
1 保険証廃止・マイナンバーカードの問題
· マイナ保険証の導入に関する問題点とその改善策についての報告
2 岸田政権の政治経済財政運営に対する批判
· 物価高騰への対応策として、賃金・年金・生活保護の引き上げの必要性
· 教育の無償化に対する要望
· 非正規雇用の問題と社会保障削減への懸念
3 医療・介護・社会保障の拡充に向けた運動
· 市民と野党との共闘の必要性
· 保険証廃止法案と後期高齢者医療制度保険料引き上げへの反対
· 介護制度改悪に対する抗議と対策
4 年金問題と生活保護基準引き下げ違憲訴訟
· 年金問題に対する運動の報告
· 生活保護基準引き下げ違憲訴訟に関する報告
5 地域の社会保障と連携
· 地域の社会保障に関する要請
· 地域の医療費無料化と市民活動団体との連携報告
6 岸田政権の軍拡と社会保障拡充に向けた請願署名取り組み
· 軍事費の拡大ではなく社会保障の拡充を求める請願署名の取り組み
2. ２０２３年度第１回国保改善運動学習交流集会
· 全国からの要望として、国に対しての働きかけが求められている。
· 国費１兆円投入で協会けんぽ並みに
· 傷病手当などの恒常的な設立など
· 全国知事会との懇談（国費１兆円投入で協会けんぽ並みに）

3. オンライン学習会テーマについて



今後の予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	8月3日
	木
	医団連会議：オブザーバー参加

	　
	　
	社保学校シンポジウム打合せ

	8月4日
	金
	マイナンバー制度反対連絡会総会

	8月7日
	月
	第２回国保部会

	8月21日
	月
	全国介護学習交流集会実行委員会

	8月23日
	水
	第２回代表委員会

	8月30日
	水
	隔月刊「社会保障」編集委員会

	9月1日
	金
	地域医療守る運動交流集会第３回実行委員会

	　
	　
	新介護署名キックオフ集会



◆２０２３年度運営委員会日程（第一水曜日を基本）
次回の運営委員会　2023年９月６日（水）１３時３０分～
· 会場参加とオンラインの併用（日本医療労働会館２階会議室）

